
IT化・DX推進チェックリスト 

以下をチェックしてください。 レベル １：未検討・出来ていない、２：検討中だが未着手 

３：着手中、４：すでに実績あり、５：自慢出来るレベル！ 

No 内容                    レベル １ ２ ３ ４ ５ 

１ 経営者に理解があり、会社として率先して取り組んでいる 

※DX推進は経営者が率先して取り組まないと進まないもの 

     

２ 会社として予算化しており、補助金の活用も検討している 

※予算化すると本気度アップ、補助金も上手に活用しよう 

     

３ DX推進の主担当が決まっており、研修にも定期参加している 

※経営者のみならず現場の主担当がいると、推進力が進みます 

     

４ 会社内・スタッフ間で連絡や報告など、情報共有を電子化して

おり、全員が利用している 

※紙や口頭では伝達漏れが起きる元、文字化・共有化・見える化がカギ 

     

５ 営業管理・顧客管理が電子化しており、共有化が出来ている 

※一部だけが見える化・管理しているよりは、共有ことが大事です 

     

６ 電話を減らし、テキストチャット・メールを活用し、共有化が

出来ている。 

※電話は時間泥棒、文字起こしや共有で時短を測ろう 

     

７ 出勤簿やタイムレコーダーが電子化されており、手計算が減り、

ペーパレスに取り組んでいる 

※紙や手書きはヒューマンエラーや時間泥棒となります。 

     

８ 財務、集計、請求がペーパレスになり、手計算や集計が電子化

し、自動化に取り組んでいる 

※紙や手書きはヒューマンエラーや時間泥棒となります。 

     

９ スケジュールや予定管理が電子化され、共有化が出来ている。 

※移動しないと見れない、あの場所に行かないと見れない、から脱出しよう 

     

10 主業務のペーパレスに取り組み、印鑑や署名を減らし、電子化

をすることで、時短と業務改善に取り組んでいる 

※紙・印鑑・サインは旧体質、今まで通り・変化しないではなく革新を。 

     

 

結果 

４１点以上～ DX推進がしっかり出来ています、困っている人に成功事例として伝達しよう 

３０～４０点 努力され成果が出ています、さらなる成長を期待しています 

２０～３９点 次第点、営業・事務・現場にヒアリングしてさらなる医薬を 

１０～１９点 まだまだレベルです、出来るところから取り組もう！ 

～９点 旧体質同然、生産性が低いことを自覚し、経営者自ら取り組もう！ 

 


